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 H27.11.13      H27.11.13
（　ケース番号１　通水前　）  （　ケース番号１　通水時　）

（　ケース番号２　通水前　） 　（　ケース番号２　通水時　）

実験状況写真

  27.12.17 H27.12.17

210m3/s

210m3/

ケース番号 １，２
ケース番号 ３

平常時流量 1.37 m3/s
実験時流量 0.08 l/s

平常時

ダム地点の航空写真

洪水氾濫域（全断面） ：実測横断に基づく、計画洪水流量流下時の想定氾濫域
洪水氾濫域（現況流路）：現況地形（土手等）を考慮し、現況流路を中心に計画洪水流量が流下した場合の想定氾濫域を設定
模型水路範囲 ：想定洪水氾濫域を包括できるように模型水路の範囲を設定

実験施設の大きさを考慮し、模型縮尺を50分の1に設定（模型の大きさ～B*L=2.2m*9.5m）

現河床勾配は、実測対象範囲350m区間の平均河床勾配（1/44）に設定

改良（案）は、複断面放水路部分を40m幅でダム堤底部まで切り下げ

最下流の第1ダムと最上流の第3ダムを直線的に結んだ、平面線形とした

河床材料調査（ダム下流域、ダム区間、ダム上流域）、

河床表面の礫径調査（ダム上流域）、巨礫調査（河口からダム上流域）

結果から、巨礫を含んだ河床材料を定めた

（但し、粒径0.1mm以下は除く）

水理模型実験は、ケース番号１～３の三つのケースについて実施

平常時流量は、ルシャ川水位・流量観測結果(H20)より設定


